
相互扶助の
地域である

まちの豊かさはGDW
（国内総充実度）
でみていく

世界一住みやすいまちのポテンシャルがある12年後を想像する

総合計画の位置づけ

さまざまな現課の計画の上に立つもの

◎シンプルで読みやすい計画
◎よって立てる、頼りになる計画
◎12年の計画

総合計画策定の方法
◎目的を議論する
◎開かれた計画策定
◎12年後をイメージする

人口は減少しない➡人口構造の変化は要確認
将来分析をもとに計画する
領域をまたぐものの分類をどうするか
バックキャストで策定する
ニセコ町のグランドデザインを描く
変化するべきことを、変化してはいけないことを考える

環境に対する
危機感がある

ニセコ町の多様性を
活かす

資料１

 ニセコ戦略ビジョン 1 ～ 11 （●関連分野）

強い計画か、緩い計画か
今後、町としてどこにリソースをさくか考える
計画の実施主体を書くか
住民アンケートの結果をどう理解するか
議論を積み上げる
住民WSに来れない人の意見を取り入れる

1．
ニセ コ 町 の 自 然
環境と景観を守
り 、 生 活 環 境 を
向上させます

2．
ニセ コ 町 の 地 域
資源を活かし、快
適な生活基盤を
整備します

●土地利用
●自然環境
●生活環境
●農林業
●商工業

●生活環境
●生活基盤
（住宅、交通など） 

3．
資源やエネルギー
を地域内で上手
に使います

4．
ニセコ町ならでは
の環境と調和し
た農業をつくりま
す

●生活環境
●生活基盤
●エネルギー
●商工業 

●生活環境
●農林業

5．
商工業と農業、
観光業の連携を
進め地域産業の
活性化を目指し
ます

6．
環境や地域文化
を生かした観光を
進めます

●生活環境
●農林業
●商工業

●土地利用
●生活環境
●観光

7．
町 民 が と も に学
びあい、支えあう
文化を育てます

8．
健康寿命を延ば
して人生を楽しみ
ます

●観光
●学校教育
●社会教育
●芸術・文化
●スポーツ
●高齢者福祉

●健康・医療
●高齢者福祉

9．
顔が見える相互
扶助の地域社会
をつくります

●高齢者福祉
●児童福祉
●障がい者福祉

10.
災 害 に 強 く 、 安
心して暮らせる地
域をつくります

11．
住民みんながまち
づくりを考え、活
動します

●高齢者福祉
●防災・防犯
●住民自治

●住民自治
●行財政

水源地の開発が進み、
現在も将来も、
水資源は危機的

豊かな水資源、自然環境を守る

公益で実を生む
仕組みが重要

例｜◎地元とツーリストとの
   コミュニケーション
  ◎シェア（交通、住まい）
   ⇔共有できる場所・PF
  ◎nicoの活用

農業も経済もリゾートも
環境や水があってこそ

農地を守る 

国際リゾートとしての
開発規定・抑止

起業数・事業所
数は伸びている

観光資源と食糧生産のバランス

開発税の導入、
リゾートの住民利用

産業と自然の共生

開発すると
町が豊かになる
住民ファーストの開発

学ぶ場の選択肢
が狭い

例｜ 
◎子どもに特化した施設がない
◎環境を使った体験
◎CSの積極的活用
◎英語教育の充実
◎ネイチャーセンターの設立

わかりやすい形で、
肌で感じられる、
特徴ある教育

公共事業である教育・医療は、
あり、なしの議論ではない

お金を出すだけでは
解決できない

要データ分析

ニセコ町のみでは
危機的な医療提供
体制を広域で考える

開発と環境の問題は
歩みよりが必要

次世代の育成・産業を生む人づくりとして
特徴あるもの・ニセコ町ならではのものを

住宅が高騰し、若い
人が移住できなくなる

倶知安厚生病院の
維持への危機感

第１回・第２回審議会＋住民・子どもWS 論点とキーワード整理（案）

 第６次ニセコ町総合計画のキーワード

地域内
エネルギー循環

生活用水が足りない

皆で稼ぐ

税収の増加
＝雇用を生む

共感力(EQ)・
創造力(CQ)を

育てる教育

子どもの描く未来
を実現する

持続可能性を担保する

ネットワークを使った
医療の構築

相互扶助(共助)
のしくみづくり

域内経済を循環させる

移住者が増え、人口も増える

誰に向けてのメッセージか明確化

ニセコ独自のルール作り

例｜◎地域通貨の活用
  ◎子どもが稼ぐしくみ

森林のコントロール
例｜◎開発面積に応じて
   植林

意見が反映される
まち

都市計画マスタープランの作成

都市の成長速度を
コントロールする

短期滞在しやすい
まちを目指す

例｜◎安全性
  ◎幸福度
  ◎子育てのコスト

変わるべきもの
新しい意見

若者の意見を聞く

 環境創造都市ニセコ

起業しやすい
失敗できる

黒字=第1回審議会の意見
赤字=第2回審議会の意見
青字=住民wsの意見
緑字=子どもwsの意見

災害が少ない
生物多様性

温泉

安全面と景観に
配慮した歩道の

整備 地域内交通の充実

例｜◎無人バス
  ◎乗合タクシー

シビックプライド

上下水道・道路の
更新プログラムの

見える化

昔ながらの店・施設

スポーツ施設等の充実
遊び場の整備

例｜◎スケボーパーク
  ◎プール ◎スキー場 ◎公園

車の速度規制

地元野菜の
コンビニ
商店の強化

綺羅街道の活性化

ゾーニング

飲食店の充実

ニセコルール

移住者への優しさ

新しいことに
挑戦しやすい

医療施設の充実

住民参加、情報共有

図書館の拡充
CO2削減強化

道路の除雪

 第５次ニセコ町総合計画

 第６次ニセコ町総合計画

今の治安を
守り続ける

季節ごとの
イベントを増やす

少年の翼セミナー
を続ける

他都府県の人と
の交流を増やす

まちの静けさを
保つ

パウダースノーの
雪質維持

道の駅の維持
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④安心・安全と
暮らしやすさを高める

③未来を生き抜く
力を育む

遊び場の整備


